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1 次の連立方程式の解を求めなさい．  2x + 3y − z = −3
−x + 2y + 2z = 1
x + y − z = −2
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2 連立方程式  2x + 3y − z = −3
−x + 2y + 2z = 1
x + y − z = −2

について以下の問に答えなさい．

(1) 上の連立方程式を A~x = ~bと行列（ベクトル）表示するときの，係数行列 Aと定数項ベクトル~bを書きなさい．
(2) 行列 Aの行列式 det(A)を求めなさい．
(3) 行列 Aの第 i列の列ベクトルを ~ai とおく．つまり，A = (~a1 ~a2 ~a3)．このとき，行列 Aの第 1列を~bに置き
換えた行列 (~b ~a2 ~a3) の行列式を求めなさい．

(4) 行列 (~a1
~b ~a3)の行列式を求めなさい．

(5) 行列 (~a1 ~a2
~b)の行列式を求めなさい．

(6) α =
det(~b ~a2 ~a3)

det(A)
, β =

det(~a1
~b ~a3)

det(A)
, γ =

det(~a1 ~a2
~b)

det(A)
を求めなさい．
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